
今
、
ふ
れ
あ
い
の
村
で
は
・
・
・

＜赤ちゃんからお年寄りまで、 みんなが先生です！＞

　

紅
葉
に
は
ま
だ
早
い
で
す
が
、       

村
内
に
は
コ
ナ
ラ
や
シ
ラ
カ
シ
、
マ
テ
バ

シ
イ
な
ど
の
ド
ン
グ
リ
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
嬉
々
と

し
て
拾
う
姿
を
見
か
け
ま
す
。

◆
敷
地
の
一
角
に
緑
の
種
子
が
幾
つ
か
落
ち
て
い
ま
し
た
。
カ
ヤ
の
実
で
す
。

周
囲
に
は
松
脂
の
よ
う
な
匂
い
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
材
は
建
築
や
将
棋
盤

な
ど
に
使
用
さ
れ
、
種
子
は
食
用
に
な
る
な
ど
幅
広
く
生
活
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
カ
ヤ
の
実
は
相
撲
の
土
俵
の
鎮
め
物
と
し
て

も
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

◆
ス
イ
フ
ヨ
ウ
が
紅
白
の
花
を
咲
か
せ
、
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

「酔
芙
蓉
」
と
漢
字
で
書
き
ま
す
が
、
夕
暮
れ
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
色
が
変

変
わ
る
為
、
酔
っ
た
顔
色
に
な
ぞ
ら
え
て
こ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。

一
日

花
な
の
で
毎
日
異
な
る
色
の
表
情
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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県
立
２
１
世
紀
の
森
は
自
然
と
人
間
の
調
和
を
目
指
す
自
然
公
園

で
標
高
２
３
０
～
６
５
０
ｍ
に
位
置
し
、
１
０
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広

大
な
敷
地
に
森
林
館
（
展
示
・
研
修
室
）
木
材
工
芸
セ
ン
タ
ー
（
木

工
体
験
）
森
林
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
研
修
室
）
等
の
施
設
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
林
の
中
を
歩
く
金
太
郎
コ
ー
ス
・
ど
ん
ぐ
り
コ
ー
ス
・

天
然
の
森
コ
ー
ス
等
の
散
策
路
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
自
然
の
中
で
楽
し
め
る
多
く
の
広
場
も
点
在
し
、
こ
こ
を

起
点
と
し
て
矢
倉
岳
や
足
柄
峠
方
面
に
も
通
じ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
ル
ー

ト
も
あ
り
ま
す
。

優
し
い
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
鳥
の
声
な
ど
聞
く
と
日
常
を
忘
れ
さ
せ

て
く
れ
そ
う
で
す
よ
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　ヘビの抜け殻 ヤママユの仲間

　　　カヤの実 ヤマザクラ

　　　　　スイフヨウ 　　　　テイカカズラ

　自然のたより　

　

県
立
２
１
世
紀
の
森　

　  １１ 月
　　マテバシイ



　
　いつの間にか朝晩は冷え込み、 コオロギ

などの秋の虫たちの鳴き声が目立つようになりま

した。◆村内を散策して帰ってくると、 いつの間に

かひっつき虫がズボンの裾についていることが多

くなりました。 ヌスビトハギもその一種で、 連なって

実るその姿はメガネのようです。 これからの時期は

センダングサ類などのひっつき虫も増えますので

散策からの帰りは衣服のチェックが欠かせません。

◆クスノキの葉が真っ赤に紅葉して道端に落ちて

いました。 赤のなかにも緑や黄色が散りばめられて

おり、 太陽にかざすと光沢があるため、 より色鮮やか

になります。

クスノキは神社に多く見かけますが、 大きく成長す

るため、 防風の役割や土壌の浸食を防ぐような実

用的な理由とクスノキから抽出される樟脳の香りが

清浄なものとされ、 神事や祭礼に用いられることも

あるからとされています。

ふれあいの村入口にも立派なクスノキが植えられて

います。 立ち止まって真っ赤な落葉を探してみたり

大きな樹幹を見上げてみてはいかがでしょうか。
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※今後、変更等がある可能性がありますので『足柄ふれあいの村』のホームページを随時ご確認ください。

　ウラナミシジミ

七
十
二
候　

　

山
茶
始
め
て
開
く

　
　
　
　
　

十
一
月
七
日
～
十
一
日　

  

つ
ば
き　

 

は
じ　
　
　

       

ひ
ら　

★フィールドワーク★ 野外を探検・調査・観察することを
フィールドワークといいます。

【イベントのご紹介】 ※お問合せは、足柄ふれあいの村に電話（0465-72-2010）されるか、
   『足柄ふれあいの村』のホームページにアクセスしてください。

　

こ
こ
で
は
つ
ば
き
と
読
み
ま
す
が
「
山
茶
」
と
は

さ
ざ
ん
か
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
さ
ざ
ん
か
は
十
月

か
ら
翌
年
の
二
月
頃
ま
で
長
く
咲
い
て
い
る
も
の
も

あ
り
、
よ
い
香
り
が
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
寒
く
な
る
と
い
う
時
に
な
ぜ
か
咲
き
始
め

ま
す
。「
山
茶
」
と
呼
ば
れ
る
由
来
は
葉
の
部
分
を

お
茶
の
よ
う
に
飲
ん
で
い
た
こ
と
に
あ
り
「
山
に
生

え
る
茶
の
木
」
と
い
う
意
味
に
基
づ
く
よ
う
で
す
。

さ
ざ
ん
か
は
日
本
で
は
人
家
の
生
垣
や
道
端
の
垣
根

に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
寺
院
や
茶
室
の
庭
木

と
し
て
も
好
ま
れ
て
お
り
日
常
的
に
な
じ
み
深
い
花

で
す
。

花
び
ら
を
一
枚
ず
つ
落
し
て
散
る
様
は
花
の
美
し
さ

だ
け
で
な
く
散
っ
た
後
の
花
弁
も
冬
の
景
色
に
彩
り

と
明
る
さ
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
ね
。

　　

「あしがらアートの森with 森の大地祭」のご案内
　足柄ふれあいの村の「森の大地祭」と「あしがらアートの森」のコラボレー

ション「あしがらアートの森with森の大地祭」。今年は11月16日（土）、

17日（日）の二日間で開催いたします。美術展、ワークショップ、森の

遊び場、各種軽食の販売、地域で活動する方々 の文化発表及び演奏・演技など、

楽しい内容が盛りだくさんです。

実  施  日）１1月１６日 (土)と１1月１７日(日)　　
会　　場）足柄ふれあいの村　　　　
参  加  費） 無料（一部体験や物販などは実費）

   　　コカマキリ    　　　　モミジ

   　　 ヌスビトハギ    　　　クスノキ

　　ゴンズイ

★来月のファミリーコミュニケーションの日 ：1２月１日（日）

※午後の部は事前申込制です。定員を超えた場合は抽選となります。
※申込み・問合せは電話などでお気軽にどうぞ。

10:00～ 12:00 《自然観察会》　植物の顔をさがしてみよう (参加費無料）

13:00～ 15:00《クラフト教室》 大人：クルクルまわるからくり絵本（材料費200円）

　　　　　　　　　　　　　　  子ども：クリスマスグッズ（材料費200円）

　　　


